













































　尾花沢市は山形県の中央部に位置する村山地方の北端にある。東西 25km、南北 33km の
北から南東に延びた形をしている。地勢図を見ると、田畑が広がる中心部から、細い沢が東・
南・北の山間部へと何本も伸びている。
西端には JR 奥羽本線と国道 13 号、尾花沢新庄道路（自動車専用道路）が走り、宮城県




372.32km2 で県内 8 位の大きさ、林野面積割合は 71.3％、可住地面積の割合は 28.7％であ
る。また、気候は内陸性気候であり、多雪地帯として有名である。
2010（平成 22）年国勢調査結果では、人口は 18,955 人（県内 16 位）、5,332 世帯（県
内 16 位）で、人口は減少の一途をたどっている。しかし、世帯数で見ると 1985（昭和
60）年国勢調査結果をピークに減少しているものの、5 千世帯台を維持し続けている。高
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齢化率は 32.5％で県内 6 位、出生率（平成 24 年）は 5.9％（県内 21 位）で、少子高齢化
が進んでいる。
なお 2013（平成 25）年 12 月 2 日現在の選挙人名簿登録者数は、男性 7,432 人、女性 8,024
人、合計 15,466 人である。
2010（平成 22）年国勢調査結果の産業別就業人口をみると、第 1 次産業は 2,397 人
（24.4％）、第 2 次産業は 3,004 人（30.6％）、第 3 次産業は 4,409 人（44.9％）となっている。
農業産出額（平成 18 年）は 926 千万円（県内 6 位）、製造品出荷額等（平成 23 年）は 3,155










日新聞　2017 年 9 月 17 日）というニュースが報じられると、あっと言う間に、森友学園
への国有地売却問題や加計学園の獣医学部新設問題のために野党が要求した臨時国会の冒頭





嫌った小池知事が 9 月 29 日に「全員を受け入れることはさらさらない」「排除いたします」
という発言を行い、「排除リスト」や政策協定書の叩き台が流出するなど、安全保障法制に





共産」の三極の構図ができてきた（朝日新聞　2017 年 10 月 4 日）。しかし、情勢調査の結
果は自公で 300 議席をうかがうと予測し、野党乱立で自民に追い風があると報じられた（朝
日新聞　2017 年 10 月 4 日）。
　10 月 10 日に公示された衆院選で旧民進党の候補者は希望の党、立憲民主党、無所属で
立候補、の 3 つに分裂して選挙に臨んだ。10 月 22 日の朝日新聞では、憲法 9 条改正、消
費増税の実施、原発推進、森友・加計問題などといった争点で、各党の立ち位置を示してい
る（朝日新聞　2017 年 10 月 22 日）が、野党統一候補が擁立できた前年の参院選と異なり、
この衆院選では、希望の党と共産党の政策の相違が大きく、統一候補の擁立は困難であった。
　10 月 22 日、台風 21 号が上陸するなかで行われた投票の結果、自民党は公示前と変わら
ず 284 議席を獲得し、公明は 29 議席と 5 議席減らしたものの大勝した。これにより自民・
公明で憲法改正発議に必要な定数の 3 分の 2 を確保した。一方、「立憲主義」を掲げて闘っ
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た立憲民主党は 55 議席となり、希望の党の 50 議席を抜いて野党第一党となった。共産党
は公示前の 21 議席から 12 議席に減らした一方、日本維新の会は 3 議席減って 11 議席だっ
た（朝日新聞 2017 年 10 月 24 日）。朝日新聞の試算では、野党が分裂した 226 選挙区で
は与党が 183 選挙区で勝利を収めたが、野党候補の得票を合計すると 63 選挙区で勝敗が逆
転し、野党の分散が与党側に有利に働いたことがうかがえる（朝日新聞　2017 年 10 月 24
日）。
　さて、衆院選の小選挙区でみると尾花沢市は、亀ヶ谷（2018）で調査した米沢市と同
じ山形 2 区に属している。これは、2002 年の「一票の格差是正」により 1 議席減となっ
たことによるもので、それ以前の区割りは異なっていた（尾花沢市選挙管理委員会（編）
2011）。








年 10 月 18 日）。
　山形 2 区の選挙結果は、鈴木が 109,949 票 ( 得票率 51.64％ ) を獲得して 92,035 票
（43.23％）の近藤を破った。岩本は 10,923 票（5.13％）に留まった。尾花沢市だけでみて
も鈴木 4,907 票（49.99％）、近藤 4,551 票（46.36％）、岩本 358 票（3.65％）で傾向は変
わらなかった。
　最後に投票率について触れる。
　2017 年衆院選小選挙区の全国投票率は 53.68％で、戦後最低だった 2014 年の衆院選は










これによれば、アンケート回答者の 60.9％ (162 人）が午前 7 時～正午に、22.2％（59
人）が正午から午後 6 時までに投票に行くと回答しており、午後 6 時～ 8 時に投票に行く
回答者は 3.8％（10 人）しかいなかった（他に、「期日前投票・不在者投票を利用している
ので、選挙当日に行ったことはない」が 10.9％（29 人）、「行ったことがない」が 0.8％（2
人）、無回答が 1.5％（4 人）であった）。
当日投票者に限れば、実に 7 割が午前中に投票してしまい、午後 6 時までに 95.7％の回
答者が投票を済ましている。これは実際の投票結果とも同じ傾向を示しており、早い時間に





　本論文のフィールドワークは、衆院総選挙の投票日である 2017 年 10 月 22 日に、山形




07：00 ～ 08：00 玉野保育園
08：11 ～ 09：11 ときわ保育園
09：25 ～ 10：25 尾花沢中学校
10：54 ～ 11：54 福原中学校
12：15 ～ 13：15 尾花沢市保健センター
13：35 ～ 14：35 さくら保育園
14：51 ～ 15：51 尾花沢小学校
　投票所の選択に当たっては、町村合併前の旧町村にあたる、尾花沢地区、福原地区、常盤
地区、玉野地区、宮沢地区の 5 地区から、平成 27 年度国政調査の地区別世帯数・人口一覧












































注）左は尾花沢市新町、右は同市延沢で 2018 年 8 月に撮影した。
図 2　尾花沢市の三階建て住宅
　この投票所は中心部に近い場所にあったが、思ったよりも来場者は来なかった。来場者は













































2017 年 10 月 24 日）。
　投票所の場所では、市街地で観察されたケース数が全体の約 6 割であった。
　それぞれの観察ケースの総人数を見ると単独で来場したケースが最も多く、110 ケース




含まれる女性の人数が 1 人だったケースは約 6 割、全く含まれないケースは 3 割強であった。
　それぞれの観察ケースに含まれる年齢層については、18 ～ 30 代が 1 人以上含まれるケー
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スが 2 割強あった一方、40 ～ 50 代が１人以上含まれるケースは 5 割弱あり、複数人が含













投票所 ケース (％ )
玉野保育園 14 6.60 
ときわ保育園 34 16.04 
尾花沢中学校 40 18.87 
福原中学校 12 5.66 
尾花沢市保健センター 53 25.00 
さくら保育園 25 11.79 
尾花沢小学校 34 16.04 
 合計 212 100.00 
調査時間帯 ケース (％ )
午前 100 47.17 
午後 112 52.83 
 合計 212 100.00 
投票所の場所 ケース (％ )
市街地 127 59.91 
郊外 85 40.09 
 合計 212 100.00 
総人数 ケース (％ )
1 110 51.89 
2 83 39.15 
3 15 7.08 
4 3 1.42 
5 1 0.47 
 合計 212 100.01 
男性の人数 ケース (％ )
0 48 22.64 
1 155 73.11 
2 8 3.77 
3 1 0.47 
 合計 212 99.99 
女性の人数 ケース (％ )
0 73 34.43 
1 126 59.43 
2 13 6.13 
 合計 212 99.99 
若年者（18 ～ 30 代）の人数 ケース (％ )
0 167 78.77 
1 39 18.40 
2 6 2.83 
 合計 212 100.00 
中年者（40 ～ 50 代）の人数 ケース (％ )
0 113 53.30 
1 64 30.19 
2 34 16.04 
3 1 0.47 
 合計 212 100.00 
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　表 3 には、三世代で来場したケースの内訳を掲げたが、18 歳未満を含まず、有権者だけで、








含むか18 ～ 30 代 4 ～ 50 代 60 代以上 18 ～ 30 代 4 ～ 50 代 60 代以上
3 1 1 1 車 含まない
4 2 1 1 車 含まない














高年者（60 代以上）の人数 ケース (％ )
0 114 53.77 
1 56 26.42 
2 42 19.81 
 合計 212 100.00 





 合計 212 100.01
交通手段 ケース (％ )
徒歩 14 6.60 
車 198 93.40 
 合計 212 100.00 
夫婦を含むか ケース (％ )
含まない 133 62.74 
含む 79 37.26 
 合計 212 100.00 
世代類型 ケース (％ )
単独で来場 110 51.89 
同世代で来場 68 32.08 
二世代で来場 31 14.62 
三世代で来場 3 1.42 
 合計 212 100.01 
注）四捨五入したため、割合の合計は 100％にならな
いことがある。


























1 人 2 人 3 人 4 人 5 人
単独で来場 110 0 0 0 0 110
(%) 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 100.00 
同世代で来場 0 67 1 0 0 68
(%) 0.00 98.53 1.47 0.00 0.00 100.00 
二世代で来場 0 16 12 2 1 31
(%) 0.00 51.61 38.71 6.45 3.23 100.00 
三世代で来場 0 0 2 1 0 3
(%) 0.00 0.00 66.67 33.33 0.00 100.00 
合計 110 83 15 3 1 212









(1) 単独来場者（計 110 ケース）
人数 0 人 1 人 2 人 3 人 合計
男性 41 69 0 0 110
(%) 37.27 62.73 0.00 0.00 100.00 
女性 69 41 0 0 110
(%) 62.73 37.27 0.00 0.00 100.00 
(2) 同世代来場者（計 68 ケース）
人数 0 人 1 人 2 人 3 人 合計
男性 1 65 2 0 68
(%) 1.47 95.59 2.94 0.00 100.00 
女性 1 66 1 0 68
(%) 1.47 97.06 1.47 0.00 100.00 
(3) 二世代来場者（計 31 ケース）
人数 0 人 1 人 2 人 3 人 合計
男性 5 20 6 0 31
(%) 16.13 64.52 19.35 0.00 100.00 
女性 2 18 11 0 31
(%) 6.45 58.06 35.48 0.00 100.00 
(4) 三世代来場者（計 3 ケース）
人数 0 人 1 人 2 人 3 人 合計
男性 1 1 0 1 3
(%) 33.33 33.33 0.00 33.33 100.00 
女性 1 1 1 0 3






















世代類型 米沢 尾花沢 合計
単独で来場 204 110 314
(%) 57.46 51.89 55.38 
調整済み残差 1.3 -1.3 
同世代で来場 85 68 153
(%) 23.94 32.08 26.98 
調整済み残差 -2.1 2.1 
二世代で来場 60 31 91
(%) 16.90 14.62 16.05 
調整済み残差 0.7 -0.7 
三世代で来場 6 3 9
(%) 1.69 1.42 1.59 
調整済み残差 0.3 -0.3 
合計 355 212 567
(%) 100.00 100.00 100.00 
注）x2 ＝ 4.491, df ＝ 3, p ＝ .030












含まない」と「総人数が 2 人、夫婦を含む」の 2 通りである。
二世代来場者を他の類型と区別する属性は、「総人数が 2 人、夫婦を含まない、中年者を





世代類型 米沢 尾花沢 合計
単独で来場 204 110 314
(%) 36.49 32.54 35.01 
調整済み残差 1.2 -1.2 
同世代で来場 172 137 309
(%) 30.77 40.53 34.45 
調整済み残差 -3.0 3.0 
二世代で来場 164 81 245
(%) 29.34 23.96 27.31 
調整済み残差 1.8 -1.8 
三世代で来場 19 10 29
(%) 3.40 2.96 3.23 
調整済み残差 0.4 -0.4 
合計 559 338 897
(%) 100.00 100.00 100.00 
注） 動員数はケース数と総人数を掛け合
わ せ た 和 の 値。x2 ＝ 9.120, df ＝ 3, 
p = .028
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